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安
滅
地
方
で
行
わ
れ
て

い
た
多
角
形
農
業
は
、

昭

和
の
効
め
の
農
村
終
慌
時
に
そ
れ
を
乗
り
切
る
広
カ

を
発
揮
し
た
こ
と
か
ら
、　

一
躍
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
安

妖
の
名
を
高
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
た
め
、

全

国
か
ら
の
机
泰
オ
が
安
叛
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
。

机
泰
芳
は
、
国
鉄
安
城
駅
に
降
り
上

つ
と
そ
の
足
で

徒
歩
五
か
ほ
ど
の
町
農
会
館
を
目
指
し
た
。
そ
し
て
、

二
階
の
会
議
室
で
、

小
瓶
だ
が
が

っ
ち
り
し
た
体
椿

の
問
口
庄
太
郎
か
ら
口
本
デ
ン
マ
ー
ク
農
業
の
話
を

聞
く
こ
と
に
な
る
。

庄
太
郎
は
、

明
治
用
水
の
開
削

か
ら
、

開
墾
時
代
の
苦
難
を
乗
り
切

っ
て
多
角
形
農

業
の
塊
状
に
及
ぶ
安
城
農
業
の
歩
み
を
説
明
し
た
。

沈
泰
芳
は
、
こ
の
ド
ラ
マ
に
感
動
す
る
。
そ
し
て
、

安
城
農
ホ
学
校

・
農
事
試
験
揚

・
板
合
農
場
な
ど

へ

案
内
さ
れ
た
机
泰
芳
は
、

庄
太
郎
の
情
熱
的
な
説
明

に
胸
の
高
鵡
り
を
覚
え
な
が
ら
、

安
叛
を
後
に
し
た

の
だ

っ
た
。
そ
の
後
、

圧
太
郎
の
と
こ
ろ

へ
は
数
多

く
の
札
状
が
届

い
た
。
そ
の
ヤ
に
講
演
依
頼
の
手
紙

が
夫
じ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
の
皮
太
郎
は
、

農
会
経
営
の
第

一
人
芳
と
し
て
、

農
業
指
率
に
全
国

各
地
に
出
向
く
こ
と
に
な

っ
た
。

さ
ら
に
岡
口
庄
太
邦
は
、

農
会
は
農
家
の
経
済
活

動

へ
の
助
言
指
率
ば
か
り
で
は
な
く
、

農
村
文
化
の

向
上
を
も
図
ら
ね
ば
な
ら
な

い
と
考
え
、

文
化
事
業

を
計
邑
し
た
。

一
つ
日
は
、
と
り
わ
け
道
終
面
に
重
点
を
置
き
、

町
農
会
の
主
催
で
、

か
蒸
状
堂

・
権
え
井
Ｅ

・
暁
烏

彼

・
な
々
木
月
株
ら
の
宗
教
家
を
招
き
、

精
神
惨
養

の
た
め
の
議
演
会
や
諾
話
会
を
開

い
た
。

町
農
会
が

農
民
の
情
操
と
知
的
レ
ベ
ル
の
向
上
を
目
指
し
て
活

動
す
る
こ
と
は
全
国
的
に
も
例
を
見
な

い
こ
と
で
あ

っ
十
一に
Ｏ

二
つ
日
は
、

農
業
図
書
館
の
設
立
で
あ
る
。

以
前

か
ら
農
民
の
教
奏
を
高
め
る
こ
だ
が
農
村
振
果
に
つ

な
が
る
と
考
え
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。　

一
九
二

一
年

（昭
和
六
年
Ｘ
誉
泰
君
の
旧
史
物
を
買

い
反
り
、

町

農
会
館
夏
に
移
案
し
て
、
そ
こ
を
全
国
初
の
農
業
図

１
１
１
▼
ｔ
ｔ
ギ
ぜ
ギ
柱
ィ
サ
ー
ギ
げ

書
館
と
し
た
。

翌
々
年
に
は
各
集
落
に
読
書
会
を
結

成
し
、

巡
口
丈
淳

・
論
読
会
な
ど
に
よ
り
活
発
な
図

書
館
経
営
を
行

っ
た
。
そ
し
て
、　

一
九
二
五
年

（昭

和

一
〇
年
）
に
は
、

図
書
館
は
運
営
面
で
天
部
方
か

ら
及
彰
を
受
け
る
ほ
ど
に
な

っ
た
。
な
お
、

岡
田
庄

太
郎
は
、　

一
九
四
〇
年

（昭
和

一
五
年
）
か
ら
図
書

館
長
を
務
め
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
図
書
館
は
、

塊

在
の
市
の
図
書
館
の
前
身
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

三
つ
日
は
、　

一
九
二
〇
年

（昭
和
二
年
）
、農

民
の

指
率
啓
発
の
た
め
に
、

「安
城
町
農
会
報
」
を
月
刊
誌

と
し
て
発
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。

毎
号
論
説
を
寄
せ

て

い
る
岡
口
庄
太
郎
は
、

同
年

一
二
月
号
の
巻
頭
言

に

「昭
和
五
年
を
送
る
」
と
題
し
て
、

「況
代
安
妖
は

年
二
存
の
沈
泰
芳
を
ユ
え
る
農
業
の
エ
ル
サ
レ
ム
で

あ
る
。

農
業
巡
れ
に
回
る
人
は
巣
ず
東
海
道
線
安
城

駅
を
日
標
と
し
て
来
る
」
と
書
き
、

日
本
デ
ン
マ
ー

ク
の
策
米
ぶ
り
を
お
う
歌
し
て

い
る
。

岡
口
庄
太
邦
は
、

日
本
デ
ン
マ
ー
ク
を
担
う
農
民

に
文
化
の
息
文
を
吹
き
込
ん
だ
点
で
、

安
叛
の
文
化

を
条

い
た
人
と
言

っ
て
よ

い
。
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